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第16回 北広島市地域公共交通活性化協議会 会議録 

日  時 令和5年3月15日（水）10：00～11：00 

場  所 北広島市役所 5階 委員会室 

出席委員 

 

川村 裕樹委員 、鈴木 聡士委員、和田 則幸委員、 伊藤 雅毅委員、 

今 武委員、  増田 厚志委員、片岡 敏行委員、 京野 英隆委員、 

藤澤 宏委員、 川島 光行委員、秋田 博次委員、 小池 隆史委員、 

橋本 信行委員、長谷川 勉委員、本橋 健治委員、 岡村 彰律委員、 

土屋 正紀委員 、經亀 真利委員、岩佐 英世委員、 新田 邦広委員 

 

欠席委員 

 

小島 英司委員、稲葉 和寿委員、杉浦 一秀委員、冨田 辰夫委員、 

長谷川 雅子委員 

 

事 務 局 

 

佐藤企画課長、熊谷主査・白水主事、志村主事 

 

傍 聴 者 0名 

会議次第 

 

１ 開会 

 

２ 内容 

（1）北広島市地域公共交通計画(案)について(資料１) 

（2）ＪＲ北広島駅及びＦビレッジ周辺地区交通戦略(案)について(資料２) 

 

３ その他 

 

４ 閉 会 

 



2 

会議録                                                         

１  開会 

委員の半数以上が出席していることにより、会議が成立していることを報告し、会議録

署名委員を小池委員に依頼することを決定 

 

２  内容 

  (1)  北広島市地域公共交通計画(案)について                     

  ＜資料1に沿って事務局から説明＞ 

 

【Ａ委員】 

さんぽまち・東部線の路線再編に係る市民説明会を実施した際に、どのような意見が

あったか。 

 

【事務局】 

  市民説明会では、全４回実施し、約４０名の方に御参加いただき、参加者からは、廃

止を予定している美沢ショッピングセンターや広葉交流センターなどの停留所を利用

することもあるため、できるならなくさないでほしいという御意見があった一方で、利

用者が少ないことを理解されている方もいて、やむを得ないと御理解いただける方もい

た状況。帰宅用の増便については、賛成の声が多かった印象。 

そのほか、３月上旬からは各停留所に、路線再編の概要のお知らせを掲示しているこ

とから、お電話でも問合せをいただき、廃止部分の確認などの御連絡が数件程度来た

状況である。 

 

【Ｂ委員】 

さんぽまち・東部線の令和５年４月からの路線再編後の具体的なダイヤは、本日机

上配布された町内会回覧する予定のものが初めてか。 

このダイヤでは、夕方以降の北広島団地地区から駅方面に行く便が少なすぎると思

われる。北広島団地線からさんぽまち・東部線へ路線再編した令和元年10月前は、駅

方面に行く便数が、16～19 時の間で 11 便、同月の路線再編後は同じ時間帯で 16 便、

そして令和5年4月からは2便となり、減る便数の幅が大きすぎるが、その妥当性に

ついてどう考えているか。 

 

  【事務局】 

   路線再編に係る具体的なダイヤを示すのは、今回の町内会回覧が初めてであるが、既

に停留所にお知らせ文書を掲示しており、そこに記載の二次元バーコード等から市ホ
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ームページで先に時刻表をご覧いただいている方もいる。 

今回のバス路線再編の主旨は、利用者の多い部分に特化し、利便性を向上させたいと

いう目的がある。その中で、夕方以降の、駅から北広島団地地区方面への帰宅者用の便

の増便という目的が一つある。夕方以降に、北広島団地地区側から駅方面に行かれる方

は、現状として、とても少ない状況であり、帰宅者数と駅方面に行く利用者数の対比か

ら考えると、帰宅用の便数と比較して、妥当な便数であると考える。 

ただ一方で、北広島団地地区の方々が、夕方以降、新たに開業するＦビレッジへ行き

たいという需要は、今後、発生する可能性はあるが、現状として、どの程度の需要か、

わからない状況である。北広島団地地区から駅方面への便を、現在の再編ダイヤ予定よ

りも増便する場合、駅からの帰宅便の増便(1時間当たり4便から5便への増便)が出来

ない部分が出てきてしまう状況である。そうなってしまった場合、結果として、帰宅者

用の便を増便するという目的が達成できない可能性がある。 

また、山手町の緑葉球場側の皆様には、大変ご不便かとは思うが、緑陽中学校まで行

っていただければ、広島線で駅方面に行く便が、18時台に2便あり、20時台に1便あ

る。 

夕方以降のＦビレッジへの移動需要については、路線再編する 4 月以降、さんぽま

ち・東部線と広島線の両方の利用実績を見て、16 時台以降の、今後のダイヤの在り方

について、継続的に追って検証していき、必要に応じて、バス事業者とも協議し、検討

していく必要があるものと考えている。 

 

【Ｂ委員】 

今後の移動需要に対応していく必要があるため、継続的に効果検証をすべきである。 

  

 (2) ＪＲ北広島駅及びＦビレッジ周辺地区交通戦略(案)について                           

＜資料2に沿って事務局から説明＞ 

 

【Ｃ委員】 

北海道内のバスの状況について、共有させていただく。 

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、バス事業者の経営体力が全体的に落ちて

いる状況である。令和元年度(コロナ前)と比較して乗合バスと貸切バスで合わせて約

593億円の減収となった。乗合バスだけでは、2年間で約329億円の減収となり、約37％

の減収率である。貸切バスだけでは、2年間で約264億円の減収となり、約60％の減収

率である。また、貸切バスは、国の雇用調整助成金の補助があったが、乗合バスは、定

時定路線であるため止められないことから国の補助がない状況。 

バスを利用していただかなければ、維持できなくなるということを皆様に知ってほ

しい。ただし、コロナによる新たな生活様式の定着により、バス利用者数がコロナ前ま
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で戻らないことが見込まれている。乗務員についても、募集はかけているが、集まらな

い状況であり、そもそも大型二種免許の取得者が少ない状況。 

・乗務員の数の推移：Ｒ1.9月→6,395人、Ｒ4.9月→5,496人、▲899人(14％減少) 

  ・バス車両数の推移：Ｒ1.9月→5,677台、Ｒ4.9月→5,154台、▲523台(9.2％減少) 

という状況であり、バス車両数の減少率よりも、乗務員の減少率が大きいことがわかる。

このことからも、バス路線の維持は、今後難しい状況となってくる。 

 

【事務局】 

  情報共有、感謝する。 

 

３  その他 

  【Ｄ委員】 

   ①今後、Ｆビレッジ開業の効果をどう生かしていくかというのは、重要な考え方であ

る。交通は、手段であって目的ではない。交通を使っていただくために、目的も一

緒に考えていくべきである。併せて北広島団地地区をはじめ、どれだけ住民を増や

せるかということも考え、まちづくりと連携した考え方が重要である。 

   ②バスの利用状況や厳しい現状については、全国的に同じ状況である。昼間は利用者

が少なく、朝晩は利用者が多い。これからの時代は、１台のバス車両に１人の乗務

員がつくということ自体がそぐわなくなってくる。例えば、半リモートでバスを運

行するなど５年ほど先を見据えて、今から何をしていくかということを考えてい

くべきである。また、日中は、デマンド交通にしなければならない時代が来る可能

性が高く、それが何年先かは、わからない。また、交通でもフルキャッシュレス化

という時代が来ると思われるが、そこで大事なことは、決済機能を用いたデータ分

析である。 

今後は、「デマンド交通」、「無人運転」や「Maas(マース)」、「交通を使うための

目的をどう生み出すか」などが重要なテーマとなってくる。 

 

【Ａ委員】 

   地域公共交通活性化再生法の改正予定の概要について説明 

 

【事務局】 

次回の会議等について、改めて連絡させていただく。 

 

４  閉会 


